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投資事業評価調書（継続：再評価 [第 1 回]） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 
記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 
街路担当参事 小谷 和弘 

（街路班長 關 康夫） 内線 
4474 

（4480）  
事業種目 街路事業 新規評価年度 平 成 17 年 度  現計画 新規評価時点 

事業名 
都市計画道路 

尼崎宝塚線（小浜南工区） 
事業採択年度 平 成 18 年 度 総事業費 38 億円 38 億円 

着工年度 平 成 18 年 度 内用地補償費 21 億円 21 億円 

事業区間 宝塚市安
あ

倉 西
くらにし

２丁目～小浜
こはま

２丁目 

完成予定年度 平成 30 年度 平成 24 年度 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

53％ 
(52％） 

－ 

残事業費 18 億円 － 
事 業 の 目 的 事業内容  ( )：新規評価時点 

 尼崎宝塚線は尼崎市の阪神高速湾岸道路線尼崎末
広ランプから伊丹市を経て宝塚市の中国自動車道宝
塚ICを連絡する阪神間中央部の南北主要幹線道路で
あり、当該区間はその一部を構成する。 
○円滑な交通の確保 
 ４車線化により、渋滞を解消し円滑な交通の確保
を図る。 
○広域ネットワークの形成 
 阪神間の南北道路の整備により、地域内の連携、
交流を図る。 
○都市防災機能の強化 

緊急輸送道路として、早期に整備を図り、都市の防
災機能を高める。 

【延長】 道路改築 412ｍ(412ｍ) 

【幅員】 

計画：4車線＋両側歩道3.5m W=13.0m[22.0m] 

現況：2車線＋片側歩道あり W= 6.0m[ 8.5m] 

【計画交通量】26,100台/日（H42年予測） 

(26,000台/日) 

【現道交通量】[H27実測](H17実測※自動車はH15実測) 

自動車：22,012台/日 (21,511台/日) 

歩行者：  47人/12h  ( 82人/12h) 

自転車： 362台/12h  (393台/12h) 

【負担割合】国 55％、県 22.5％、市 22.5％ 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

新規評価時点以降、平成 27 年 4 月で尼崎宝塚線 12.4km の内、約 8.9km の整備が完了し、
残る 3.5km も４車線化に向け整備、計画を進めており、地元からも早期完成が望まれている。 

【新規評価時点からの事業計画･総事業費･工期の変更概要】 
大規模工場の用地取得に時間を要していることから、当初より期間を 6 年延長し、完成予

定を平成 30 年度とする。 

進捗状況 
①進捗率は 53％、用地補償進捗率 52％である。 
②大規模工場 2 件のうち 1 件は契約済であり、残る 1 件の交渉を進めている。 

評価視点 評価結果の説明 
審査会意見及 
び対応方針 
(H17 年度新規評価) 

【審査会意見】 新規着手妥当 
事業効果の早期発現のため円滑な用地買収

など、早期に事業完了するよう努めること。 

【対応方針】  
交渉を重ね、残用地の早期取得に努める。 

(1)必要性 

 

①前後が４車線整備済み及び整備中で、本工区は宝塚 IC に直結する区間でありながら２車
線であり、現況交通量が交通容量を大きく超えている。 

②歩道の未整備区間があることや、事故が多発しており、交通安全の向上を図る必要があ
る。（現道の人身事故件数 29 件/過去 5 年） 

③尼崎宝塚線は緊急輸送道路として位置づけられており、防災機能の強化のため早期に４
車線整備が必要である。 

④福祉のまちづくり重点地区(小浜・安倉地区)に指定されており、歩道のセミフラット化
など高齢者、障害者に配慮した整備が必要である。 

(2)有効性 

・効率性 
 
(執行環境状況) 

①費用便益比 Ｂ/Ｃ＝1.7（全体）（新規評価時Ｂ/Ｃ＝1.6）Ｂ/Ｃ＝3.8 (残事業） 
②本工区の整備により、東西主要幹線である国道 171 号と国道 176 号の間を南北に４車線で

接続することになり、道路網の骨格を形成できる。また、宝塚 IC へのアクセスが円滑に
なり、物流等の交通環境が格段に向上することで、地域の活性化を図れる。 

③尼崎宝塚線道路整備促進協議会(尼崎市、伊丹市、宝塚市)より早期整備の要望がある。 

(3)環境適合性 

(騒音・沿道環境) 

①車道舗装を排水性舗装とし、交通による騒音を低減し沿道環境の改善を図る。 

②歩道舗装を透水性舗装とすることで、雨水が地盤へ浸透し、ヒートアイランドの抑制や地

下水涵養など都市環境の改善に寄与する。 

③無電柱化により、防災機能とともに都市景観の向上を図る。 

(4)優先性 他工区の整備と併せ、本工区を４車線化し、事業目的の早期達成が必要である。 

再評価
の結果 

継続 理由 
事業の必要性は、事業採択時と変わっておらず、阪神間中央部の主要幹線道路とし

て南北軸を形成する重要路線であることから、継続して事業を実施する必要がある。 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第１回〕 ）

小浜南、福祉ｾﾝﾀｰ前交差
点の渋滞が解消し、国道
176号から国道171号まで
の区間が4車線化され、広
域ﾈｯﾄﾜｰｸが強化される。

【事業費＝１８億円】
・平成30年度供用に向けて、工事を推進する。

今後3年間
（H28～H30）

【事業費＝３８億円】
・延長：412ｍ
・用地：4,877㎡

全体
（H18～H30）

整備効果事業進捗状況・予定

(都)尼崎宝塚線（小浜南）路線・河川名街路事業事業名

街路－２

－

【事業費＝２０億円】
①事業進捗率 53％（用地進捗率52％）
②用地取得面積 3,665㎡（面積ﾍﾞｰｽ進捗率75％）
③第一小浜橋の拡幅(架替)工事を完成予定

過去10年間
（H18～H27）

至大阪

宝塚ＩＣ

宝塚市役所

事業箇所

第一小浜橋

小浜南交差点

福祉ｾﾝﾀｰ前交差点

小浜南交差点

H18～H27

凡　　　例

H28以降

整備済

小

中

病



21,815台/日

尼崎末広ランプ

宝塚IC

国道１７６号

中国自動車道

宝塚市

伊丹市

西宮市

元浜・大浜工区

街路－３

20,616台/日

25,983台/日

23,275台/日

16,933台/日

１２．４ｋｍ

都
市
計
画
道
路

尼
崎
宝
塚
線

位置図

小浜南工区

山田工区

武庫工区

10,108台/日

12,153台/日

尼崎市

病

消

消

消

消
病

消

消

病

消

消

病

事業箇所

兵庫医大

関西労災
病

阪急立体工区
(H28～計画)

病

(尼崎宝塚線)
整備済の都市計画道路等 延長８．９ｋｍ
事業中及び事業予定の都市計画道路 ３．１ｋｍ
本事業箇所（整備中） ０．４ｋｍ

合計１２．４ｋｍ

Ｈ２２センサス交通量
（主な防災拠点）

２次救急医療機関及び災害拠点病院

消防署消

病



福祉センター前
交差点

:事業区間

:改良済

:緊急輸送道路宝塚ＩＣ
（料金所）

（都）尼崎宝塚線
（小浜南工区）

延長412m

小浜交差点

整備の必要性

国道176号

１

２

３

４

小浜南交差点

〔必要性〕
①現況交通量が２車線の交
通容量を超過しており、４車線
化により交通を円滑化する

混雑度：1.62 （H22センサス）
②交通事故が多く、過去５年で
２９件発生している

事故発生家数
（当該工区）

平成22年 ２件

平成23年 １０件

平成24年 ５件

平成25年 ４件

平成26年 ８件

現況交通量
22,012台/日

街路－４

福祉のまちづくり重点地区
小浜・安倉地区

:福祉のまちづくり
重点地区



尼崎宝塚線（小浜南） 現況写真

街路－５

(国)176号

至:尼崎

176号

176号

宝塚ＩＣ

①工区南側付近 ②宝塚ＩＣ付近

③宝塚ＩＣ付近 ④宝塚ＩＣ付近

(国)176号

(国)176号
(国)176号



尼崎宝塚線（小浜南工区） 整備前後のイメージ図

街路－６

整備イメージ至:尼崎

イメージ図（整備後）

宝塚ＩＣ

(国)176号

(国)176号

(国)171号

第一小浜橋

大堀川

イメージ図（整備前）

(国)176号

宝塚ＩＣ

(国)176号

大堀川

第一小浜橋

(国)171号

福祉センター

福祉センター



1　実施工程表

２　事業効果について

（１）費用対効果

①便益（Ｂ）の項目

①走行時間短縮便益

②走行経費減少便益

③交通事故減少便益

②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

　 台/日

（２）費用対効果に含まれない効果

①緊急輸送道路の整備

②宝塚市立病院（２次救急医療）、阪神北広域こども急病センター等へのアクセス性が向上

④阪神地域の連携強化と地域経済の活性化

⑤慢性的な交通渋滞が解消し、円滑な物流やバスの定時運行を確保

H18 H19

事
業

Ｂ（便益）

設計

測量・調査

用地補償

道路改築工事

○目的地までにかかる時間が短くなること
による便益

代表的な効果
便益額
（百万円）

○整備無しの交通事故損失額－整備有りの交通事故損失額
　事故損失額：Σ（交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位
　　　　　　　　　　　　　＋交通量×交差点数×交差点部事故損失原単位）

○交通事故が減少することによる便益

○走行条件が改善されることによる燃費
等が向上することによる便益

○整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用
　走行時間費用：Σ（交通量×移動時間×時間価値原単位）×365日

街
路

H24 H28H27H25 H26H22 H23 H29 H30

1.7

H20 H21

Ｂ／Ｃ事業名

Ｂ（便益） 算出方法

○整備無しの走行経費－整備有りの走行経費
　走行経費：Σ（交通量×距離×走行経費原単位）×365日

Ｃ（費用）

事
業

事業費 維持管理費

（百万円） （百万円） （百万円）
総費用

3,715

 計画交通量

26,100

①走行時間
　短縮便益

③交通事故
　減少便益

317

5,305

610

計 6,232

②走行経費
　減少便益 79

1,627 1,548

3,636

79

 時間短縮

1.6分 → 0.6分

①走行時間
　短縮便益

街
路

都市計画道路
尼崎宝塚線

（小浜南工区）

全
体
事
業
費

残
事
業
費

5,305

6,232計

②走行経費
　減少便益

610

③交通事故
　減少便益

317

⑥電線類の地中化により景観が向上し、排水性舗装による車両騒音の低減などにより、沿道環境を改善。

③歩道拡幅による、安全な歩行者・自転車空間を確保。

3.8

：前回計画
：実施・計画

街路－７



 

道路・街路事業の効果 
 

                  対象事業：都市計画道路事業 (都)尼崎宝塚線(小浜南工区) 

 

（１）費用対効果                                

効 果 項 目（費用対効果の便益内容） 
 

 
 

走行時間短縮（目的地までの時間短縮) 
 

 

  

 

走行経費減少（走行速度の向上や走行距離の短縮による、燃料費の

節約など) 

 

 

  

交通事故減少 
 

 

  

 

（２）費用対効果に含まれない効果                                 

評価の視点 効果項目  該当する事業内容等 

①安全･安心 

の確保 

災害時 

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保 

（※緊急輸送道路の整備、防災拠点･災害拠

点病院へのアクセス道路の整備） 

 
○ 緊急輸送道路の整備 

救助・救援活動の支援 

（※災害時の通行不能や孤立集落の解消） 
― ― 

減災対策への取り組み 

（※二線堤道路、避難路・避難場所として

の機能、延焼防止機能の確保） 
― ― 

平 時 

救急医療体制の支援 ○ 
宝塚市立病院（２次救急医療）、阪神北

広域こども急病センター等へのアクセ

ス向上 

交通安全対策 ○ 
歩道拡幅による安全な歩行者・自転車空

間を確保 

②地域の活性化 

地域間交流の促進 

 

○ 
尼崎から宝塚に至る広域道路ネットワ

ークの強化により、地域間交流が促進 

中心市街地の活性化 
 

― ― 

地域産業の活性化 
 

○ 
宝塚ＩＣのアクセスを円滑にし、地域産

業の活性化を支援 

観光支援                
 

○ 
宝塚観光スポット（歌劇、手塚治虫記念

館等）へのアクセスが向上 

地域プロジェクト等支援 
 

― ― 

③円滑な交通体系の確保 
公共交通機関利用の促進 

交通結節機能の向上 

 
○ バス路線定時性の確保 

④地域の環境改善 
沿道環境の改善  

景観形成 

 

○ 

・電線類を地中化し、沿道景観が向上 

・車道部の排水性舗装による車両騒音の

低減 

・景観に配慮した歩道舗装の採用 

                                

（３）地域からの要望状況等 

要望状況等 
尼崎宝塚線の通る３市（尼崎市、伊丹市、宝塚市）で構成される尼崎宝塚線道路整備促進協議

会より早期整備の要望 

 

街路－８ 


